
無断複製・転載禁止 東京電力株式会社
1

海水放射線モニタ試運転状況

平成26年11月27日

東京電力株式会社

第15回汚染水対策現地調整会議資料
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１．試運転状況（港湾口海水放射線モニタ）

（当初予定）

9月4日より試運転を開始。

11月末まで試運転を継続（３ヶ月）し、データの検証、トラブルの洗い出し
や運用性の確認を行う。

12月からの運用開始を予定。

（これまでの主な試運転状況） ■装置稼動日

※１：装置入口ストレーナ差圧高により停止

※２：紫外線殺菌装置破損により停止

※３：装置入口ストレーナ差圧高により停止（高波が続き防波堤作業出来ず）

※４：ゴミ、砂詰まり対策の為停止（遠心式固液分離応用装置設置）

（11/10現在）

・実稼動日：２４日／６４日

・稼働率 ：３８％

Ｈ２６．９ Ｈ２６．１０ Ｈ２６．１１ Ｈ２６．１２

試運転状況

※３※１

※２ ※４

※１
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海面

γ線検出器(NaIシンチレーション)

沈降槽

P

β線検出器

(プラスチックシンチレーション)250L250L

紫外線殺菌装置

陸上ストレーナ詰まり状況

紫外線殺菌装置破損状況

エアコンストレーナ詰まり状況

天井雨漏れ状況

カバー内エアコン

２．設備不具合状況
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※

※：検出限界値未満のため、検出限界値を記載

単位：Ｂｑ／Ｌ

手分析値と海水モニタ値の比較（Ｃｓ－１３７）
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手分析値と海水モニタ値との比較（Ｃｓ－１３４）
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手分析値と海水モニタ値とのセシウム比グラフ
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採取日時 Cs-137 Cs-134 Ｋ－４０ 全β放射能 Cs-137/Cs134 Cs-137 Cs-134 Ｋ－４０ 全β放射能 Cs-137/Cs134

9/4 10:54 1.12E+00 5.86E-01 - <8.87 1.9 8.80E-01 2.80E-01 1.00E+01 5.52 3.1

9/9 10:20 6.77E-01 4.14E-01 - <8.87 1.6 2.30E-01 5.59E-02 1.10E+01 7.08 -

9/17 9:40 8.51E-01 5.59E-01 - <8.87 1.5 4.30E-01 1.50E-01 2.20E-01 7.04 2.9

9/18 9:40 5.84E-01 5.02E-01 - <8.87 1.2 1.50E-01 4.90E-02 1.90E-01 5.71 3.1

9/19 9:40 5.21E-01 4.79E-01 - <8.87 1.1 5.20E-02 1.60E-02 2.10E-01 7.51 3.3

モニタ指示値 手分析値

３．測定結果比較（モニタ値と手分析値）
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４．試運転での不具合状況と対応について

（設備面）

（測定面）

不具合状況 原因 対応 備考

装置入口ストレーナ差圧高による取水ポンプ停
止

海上の荒天による砂・ゴミの巻き上げ
・ストレーナのメッシュの変更実施
・遠心式固液分離器応用装置による
砂・ゴミの分離

・10/17メッシュ交換
（サイズ：0.8mm→1.4mm）
・11/5に取付完了

紫外線殺菌装置の破損による停止（約３週間）
運搬時の転倒よる微細な傷が、稼動中の整
流板の振動水流によりストレス破断

・新品及び整流板を点溶接から全体溶
接に変更

・10/８取替完了

天井（天板）からの漏洩（雨漏れ）
工場での締め付けの際、塗装の上から締め
付けた為、塗膜が浮き上がり剥離し、台風の
豪雨で隙間より雨水が侵入

・カバー上部での作業になる為、安全
事前評価を行った後、天候を確認し、
再コーキング処理を行う予定

・10/9応急処置完了

エアコンの流量が直ぐ低下し熱交換しない
（送風のみとなる）

エアコン用のストレーナ容量が小さく、砂・ゴ
ミにより目詰まりを起こす

容量の増加又は遠心式固液分離器応
用装置下流側からの海水を利用。

不具合状況 推定原因 対応 備考

・セシウム濃度が手分析値よりモニタ値が高い
（最大で１０倍）

・セシウム１３７と１３４の比率が小さい
（約２：１　　現状なら３：１になるはず）

・セシウムを含む異物・汚れがγ線水モニタ
サンプラに残留・蓄積し実際のＢＧ値が大きく
なっている可能性あり
・セシウム１３４はピーク領域を計算で算出し
ており、その補正が過大評価になっている可
能性ある
・エネルギーチャンネルが低エネルギー側に
シフトしている。
（線源の照射方向により、シフトする事が判
明）
・コンプトン散乱線等の低エネルギー側スペ
クトルが加算され見かけ上計数率が大きく
なっている可能性あり

・γ線水モニタサンプラを清掃し、市販
の蒸留水を充填しＢＧ値を再測定

・手分析結果を基準とした、実液校正
を実施し、換算定数を設定する。
・セシウム１３７線源を検出器側面に照
射する方法で、再度ゲイン調整を行
う。

・カリウム４０の濃度を測定し、セシウ
ム濃度に補正処理を行う事を検討

・11/11～25
ＢＧ測定及び実液校正を実施
予定
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不具合対応状況

H27.２H27.1H26.12H26.11H26.10

カバー内への漏水

陸上ストレーナ詰
まり

空調機ストレーナ
詰まり

Ｃｓ濃度手分析と
の相違

紫外線滅菌装置破
損

H26.9

５．不具合対応状況と今後の予定

▼
9/11発生

原因調査・対策検討

▼
10/8取替

10/6発生

▼▼

10/9応急処置 11/20～12/5 恒久対策実施予定（雨天順延有り）

▼

▼

データ採取・評価

▼
10/8相違確定

原因調査・対策検討

11/11～25
対策実施予定

▼

▼

9/8以降随時発生・清掃及びメッシュ
変更実施

9/8以降随時発生・清掃実施

データ採取・評価

11/5遠心式固液分
離器応用装置設置

今後の予定

○試験運転工程

・当初工程：H26年９月４日～11月30日

・見直し後：H26年９月４日～H27年２月１日

（不具合対応後の設備稼働状況の確認及び測定データの収集・評価を実施）

○本格運用：Ｈ27年２月２日（月）～

11/18安全事前評価


